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試行に関する基本方針

○モデルルートを設定し、「世界水準のサイクリング環境」構築のための施策や取組を試行の上、検討

世界標準

世界のサイクリストが安全かつ安心してサイクリングできる走行・受入環境が整っている

世界最高水準（北海道のポテンシャル活用）

豊かな自然環境や雄大な景観、食、冷涼な気候という、我が国を先導する北海道の優位性を活かした体験が可能

サイクリストが満足する”サイクリストウェルカム”な地域が形成されている（ホスピタリティ）

ここ（北海道・各ルート）でしか味わえないことを世界にアピール

「世界水準のサイクリング環境」

「世界標準：世界のサイクリストがみんな楽しめる（バリアフリー）」と、
「世界最高水準：世界的に見ても魅力的なサイクリングを楽しめる（北海道のポテンシャル活用）」
に分けて考える（第１回委員会指摘）

”最北の地”を体験、ファームレストラン、他のアクティビティ（カヌー等）との複合 等

ルートの案内看板が設置されている、安全に走行できるための空間が確保されている（河川空間、自転車道、路
面表示の活用）、休憩施設（トイレ）が一定間隔で存在し、サイクルラックや工具類が設置されている、ルートの情
報が提供されている（ITの活用） 等

ウェルカム施設の目印（フラッグ）、農山漁村（生産空間）でも持続可能な休憩・宿泊環境（農泊や民泊等） 等

海外からの招聘ツアー、サイクルイベント（見本市）でのＰＲ 等

すべてのモデルルートが満たすべきもの

各モデルルート（地域）の特性を活かして磨いていくべきもの
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特徴 市町村をまたぐような
骨格となるサイクルルート

（基幹ルート周辺の）
地域の短距離のサイクルルート

コンセプト 空港や駅、大都市と目的地を結び、安全・安心に移
動できる（案内や休憩等施設が整っている）

基幹ルートから離れているビューポイントなど、隠れた
地域資産を楽しめる
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基幹ルート（モデルルート） 地域ルート

○モデルルートは、各ルートの骨格となる「基幹ルート」を設定

モデルルート設定の考え方

① モデルルート試行への協力を得られる地域の活動主体が存在

（受入環境の充実や情報発信のためのデータ収集、アンケートの実施等）

② 市町村をまたぐような、骨格となるルート（基幹ルート）であること

○試行を行う箇所（モデルルート）は、基幹ルートや試行の内容を踏まえ、下記を満たすように設定
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H29年度に試行を実施したモデルルート
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■きた北海道ルート
モデルルートの詳細
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■石狩川流域圏ルート
モデルルートの詳細
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■阿寒・摩周・釧路湿原ルート
モデルルートの詳細
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■トカプチ400
モデルルートの詳細
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■富良野・占冠ルート
モデルルートの詳細
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